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取扱説明書
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・本書は大切に保管し、いつでも利用できるようにしてください。
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はじめに

　本書はＣＡＴ−１を正しく安全に使用していただくために、ご使用前には必ずお読み下

さい、取扱説明書は大切に保管し、いつでも利用できるようにして下さい。

　なお、「安全上の注意」に関しましては、本機を安全にご使用いただくための重要事項

が記載されておりますので、必ずお読み下さい。

　また、「取扱上の注意」は、本機の取扱上特に重要な項目を記載しております。本文参

照の上、特に注意いただきますようお願いいたします。
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取扱上の注意

１）ポンプの特性上、テスト中に圧力が徐々に上昇あるいは下降することがあります。

　　その際は、圧力調整バルブおよび流量調整バルブで圧力・流量を再調整してくださ

　　い。

２）ポンプは消耗品ですので、交換の際は弊社へご連絡ください。

３）ポンプダイアフラム部へのかみ込み防止のため、本テスト機には100メッシュのＹス

　　トレーナーが装備されていますが異物はポンプに流さないでください。

　　定期的にＹストレーナーの内部洗浄を行ってください。

４）実験に際し、本機の他に中空糸膜、原液タンク、透過液タンクが必要です。

　　また、試験内容により熱交換器が必要な場合があります。

５）中空糸膜と併用してご利用の場合は、０．2ＭＰａ以下で使用してください。

６）溶剤や高濃度の酸、アルカリ液を使用しないでください。

７）少量の原液で長時間の循環運転を行うと、原液温度が上昇します。必要に応じ冷却

　　装置を御用意下さい。

８）テスト機使用後は、清水にて循環運転を行い、配管内を十分に洗浄し、出来るだけ水

　　抜きをし保管してください。

９）流量計付属弁は常に全開にしてご使用ください。
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１．CAT−１の概要

　　　本機は、中空糸モジュールを用いて各種液体の膜処理の基本データをとることがで

　　　きるように設計されたポンプユニットです。

（１）小型、軽量のデスクトップタイプであり机上で容易に実験を行うことができます。

（２）ナノ濾過膜（ＮＦ）、限外濾過膜（ＵＦ）および精密濾過膜（ＭＦ）を用いること

　　　により、広範囲な膜処理実験ができます。

（３）処理液の流れが薄層流であり、商用スパイラルモジュールの線速および圧力をシ

　　　ミュレートできます。

２．主　仕　様

（１）概略寸法　　　　　　　　　幅３５０ｍｍ×奥行２３０ｍｍ×高さ３００ｍｍ

（２）概略重量　　　　　　　　　約６ｋｇ

（３）装置ホールドアップ　　　　約０．3Ｌ

（５）主要機器　　　　　　　　　主要機器一覧表に示す。

（６）ポンプ　　　　　　　　　　形　式　　　ダイアフラム式ポンプ

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　最高圧力　　０．３ＭＰａ

　　　　　

（７）配管　　　　　　　　　　　スエジロック配管：　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外径８ｍｍ×内径６ｍｍ　　ＳＵＳ３０４

　　　　　　　　　　　　　　　　継手：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　径　　１／４”　　ＳＵＳ３０４

（８）フレーム　　　　　　　　　材　質　　　　ステンレス、アルミ

（９）安全装置　　　　　　　　　漏電遮断器
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（１０）流量表示　　　　　　　　表示範囲　　０．３〜３Ｌ／ｍｉｎ

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　面積式流量計

（１１）圧力表示　　　　　　　　表示範囲　　０〜０．３ＭＰａ

　　　　　　　　　　　　　　　　グリセリン入りブルドン管式圧力計

（１２）試験液　　　　　　　　　種　類　　　水系流体

　　　　　　　　　　　　　　　　粘　度　　　５×１０−３Ｐａ・ｓ以下
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　温　度　　　　３５℃以下

（１３）設置場所　　　　　　　　屋内・非防爆場所

３．各部の名称

7

流量計 圧力計

運転スイッチ

圧力調整弁流量調整弁
ポンプ

OUT←

IN→

←

→

流量計付属弁



４．運転準備

　４−１　テストに必要な部品類

　　（１）電源　　　　　　　　　　１００Ｖ

　　（２）テスト機洗浄用水　　　　純水または水道水

　　　※膜種によっては水道水が使用できないものがありますのでご注意下さい。　

　　

　　（３）原液タンク　　　　　　　１〜３Ｌ程度のビーカーまたはタンク

　４−２　テスト機の洗浄

　　　　出荷前にテスト機の洗浄は実施しておりますが、平膜テストセルの取付前には再

　　　度系内の洗浄を実施して下さい。

　

　　（１）写真のようにホースをテスト機に取り付けて下さい。

　　　　　（圧力でホースが抜けないようフクロナットをしっかり締め付けて下さい。）

　　　　　（Ｐ１５参照）　
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（２）原液タンクへ水を入れ、テスト機のＯＵＴ、ＩＮのホースを原液タンクに入れ

　　　　　て下さい。

　　（３）後述の６項“運転”に従い、０．１〜０．２ＭＰａ、２Ｌ／ｍｉｎで水道水運

　　　　　転を実施してください。

　　（４）タンク水面上に油が浮く場合は、家庭用洗浄剤をタンク内に投入し、０．５〜

　　　　　１％になるように調整した後３０〜６０分間、循環運転を実施してください。

　　　　　洗浄剤を廃棄した後、水道水で十分な洗浄を実施してください。
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５．テスト機と中空糸膜の接続

　　テスト機と中空糸モジュールを接続する場合、取扱説明書の指示に従い専用ホース

　　を用いて接続して下さい。

　　　

798.;0004.2�

����"��&� �

%(�*�

�����

5/���'�������$+�

�

� � ���'�-!)#�����610.:�$+����	�3��,�
�$+
���

� � ��
�

�

�3� ���'�������$+�

�

�

�

�

�
�

!��

�

�

�

�%$���
&�����"���	�����

� � �#��
���
��
������

� �
�

�

� 
 � ��� ����

��	
� �

�� � �

� � �

����

����

10



６．運　転

　６−１　運転前の設定および確認

　　（１）原液タンクに処理液が満たされているか確認して下さい。

　　（２）付属の漏電遮断機付きコンセントタップをコンセントに差し込んでください。

　　（３）テスト機に電源コードを差し込んだ後、漏電遮断機付きコンセントタップに差

　　　　　し込んで下さい。

　　（４）圧力調整弁を反時計回りに一杯まわし、全開にして下さい。

　　　　　圧力計入口弁を全閉にし、1/4回転開けて下さい。

　　（５）流量調整弁を全閉の状態にしてください。（モジュールへ投入される流量は時

　　　　　計回りにまわすと増加し、反時計回りにまわすと減少します。）
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　６−２　運　転

　　（１）６−１項“運転前の設定および確認”を再度確認して下さい。

　　（２）運転スイッチをＯＮにして下さい。ポンプが起動します。

　　　　　

　　（３）圧力調整弁、流量調整弁を用い、希望の圧力、流量に調整して下さい。

　　　（圧力計の針の振れが大きい場合は、圧力計入口弁を調整してください。）
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・必ず漏電遮断器付きコンセントタップを使用して下さい。
　直接コンセントに電源コードを差すと感電するおそれが
　あります。
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　６−３　停　止　

　　（１）圧力調整弁を徐々に開き、圧力を低下させながら流量調整弁を徐々に開き流量

　　　　　を低下させてください。

　　（２）運転スイッチをＯＦＦにして、ポンプを停止させてください。

７．異常の原因と対策

　　本機の運転中、異常が認められる時は表１に従い対策を行ってください。

　　　　　　　　　　　　　表１　異常の原因と対策

項目 現象 原因 対策

圧力 高すぎる １）流量が多すぎる
２）圧力調整弁の調整の誤り

１）流量を下げる
２）再調整する

低すぎる １）流量が少なすぎる
２）圧力調整弁の調整の誤り
３）ポンプの摩耗
４）ストレーナーの目詰まり

１）流量を上げる
２）再調整する
３）ポンプの交換
４）ストレーナーの洗浄

流量 多すぎる １）流量調整弁の調整の誤り
２）圧力が低すぎる

１）再調整する
２）圧力を上げる

少なすぎる １）流量調整弁の調整の誤り
２）圧力が高すぎる
３）ポンプの摩耗
４）ストレーナーの目詰まり

１）再調整する
２）圧力を下げる
３）ポンプの交換
４）ストレーナーの洗浄

温度 高すぎる １）長時間循環運転を行った １）原液を冷却する

ポンプ 動かない １）漏電遮断器の作動 １）電気系統の水分を乾
　　かし復帰（リセット
　　ボタン）
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８．主要機器一覧表

番号 品名 数量 主仕様 接液部材質

1

ダイアフラム式ポンプ

1

最大圧力０．３MPa
最大流量３L/min

ナイロン
オレフィンゴム

2

グリセリン入り圧力計

1

φ６０
０～０．３MPa

SUS

3
流量計

1
0.３～３L/min ガラス

SUS304

4
ニードルバルブ

1
最大圧力2MPa SUS304

NBR

5

ビリビリガード

1

GR-XB
プラグ型漏電遮断器
定格電流15A
定格感度電流15mA

-

6
架台

1
3５0ｘ2３0ｘ７５mm SUS／アルミ
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９．フローシート

14

流量調整弁

圧力調整弁

ポンプYストレーナー

圧力計

流量計

中空糸膜
（別売品）

透過液

原液

PI

圧力計

PI
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１.ＣＦ−１の各部の名称

２．主　仕　様

（１）概略寸法　　　　　　　　　幅２２０ｍｍ×奥行１５０ｍｍ×高さ２４０ｍｍ

（２）装着可能セル　　　　　　　ラボ用ペンシル型中空糸膜（別売）

（３）主要機器　　　　　　　　　

番号 品名 数量 主仕様 接液部材質

1

グリセリン入り圧力計

1

φ６０
０～０．２MPa

SUS

2

流量計

1

10～100ml/min アクリル
SUS304

3
ニードルバルブ

1
最大圧力2MPa SUS304

NBR
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流量計

圧力計
圧力計入口調整弁

OUT←

IN→

流量計付属弁CF-1入口弁



（４）配管　　　　　　　　　　　スエジロック配管：　　

　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　外径6ｍｍ×内径4ｍｍ　　ＳＵＳ３０４

　　　　　　　　　　　　　　　　継手：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　径　　１／４”　　ＳＵＳ３０４

（５）フレーム　　　　　　　　　材　質　　　　ステンレス、アルミ

（６）試験液　　　　　　　　　種　類　　　水系流体

　　　　　　　　　　　　　　　　粘　度　　　５×１０−３Ｐａ・ｓ以下
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　温　度　　　　３５℃以下

（７）設置場所　　　　　　　　屋内・非防爆場所
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３．ＣＦ−１と中空糸膜の接続

　　ＣＦ−１と中空糸モジュールを接続する場合、取扱説明書の指示に従い専用ホース

　　を用いて下記の写真のように接続して下さい。

４．計測方法

　　　

　　（１）ＣＦ−１入口弁と流量計付属弁を全開にして下さい。

　　

　　（２）	
 圧力計入口弁を全閉にし、1/4回転開けて下さい。

　　（３）ＣＡＴ−１の運転を開始し、透過水の計測を行って下さい。
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メンブレン・ソルテックWEBサイト→http://homepage3.nifty.com/soltech/

メンブレン・ソルテックWEBサイト[CAT-1]

自動換算フォーム
下記の項目で計測数値を入力すると換算することができます。
• RO膜除去率の計算
• RO膜透過水流量＜温度換算＞
• RO膜透過水流量＜圧力換算＞
• C-10Tによる平膜の透過水量の換算
現場でスマートホンなどから アクセスして使用ください
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